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暑さで樹勢が衰えると病気を併発しやす

くなる。暑さを和らげる環境にするとよ

い。アブラムシやカイガラムシが寄生す

ると、その排泄物にカビの一種の「すす

病」が誘発される。 

自然樹形が魅力の樹。剪定は本来の樹形

を生かす枝抜き剪定がお薦め。枝の途中

ではなく枝分れする基部から剪定する方

法。長い枝を残すことで伸びやかな樹姿

になる。 

山地の木なので、植える環境に注意する。

平地では夏の暑さや西日にあたると葉焼

けを起こしやすい。道路や外壁からの熱

い輻射熱も避けるとよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

近縁のウラジロノキとともに葉、樹形が美しい

ことから、最近庭木として植えられるように

なった。 

Memo 

秋、実が赤く色づくと急に存在感が増してくる。

端正な自然樹形と赤い実が魅力の樹。樹名はこ

の小豆（あずき）のような実をナシに見立てた。

別名「ハカリノメ」とも呼ばれ、枝にある白い

皮目を天秤の秤（はかり）に見立てた。北海道

から九州まで全国の山地に自生する。 

生長：やや速い 特 記 

バラ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

アズキナシ  [ 小豆梨 ]  

アカハラ・キジバト・ツグミ 

レンジャク 
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